
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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11 * 2 2 6 12 0 0 2 2 4 6 4 2 2 1
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9 * 1 1 1 7 0 0 1 1 3 4 1 1 1 0
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23 * 0 0 2 8 1 2 3 1 4 5 3 2 1 0
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90 * 0 2 9 16 1 2 2 1 2 3 2 0 2 0
1 0 0 0 2 3 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0
7 0 0 1 3 5 0 0 3 1 0 1 0 0 0 0
11 0 0 1 4 6 0 1 5 1 2 3 2 1 0 0
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17 0 0 0 1 3 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
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戦評
関西学生リーグ2部の初日、各大学本日の展開次第でリーグ全体の流れが決まるといっても過言ではない重要な一日
である。その第4試合、上位が予想される大阪商業大学と初日に勝利を飾り1部昇格を狙う関西外国語大学の好カード
となった｡その第4試合、上位が予想される大阪商業大学と初日に勝利を飾り1部昇格を狙う関西外国語大学の好カー
ドとなった。第1ピリオド、両校とも序盤からファウルがかさみ苦しい立ち上がりとなった。また、関外大の#73藤谷は奮闘
をみせ、#77林の鋭い切込みからのシュートが決まり関外大の流れを作る起点となった。一方、大商大は持ち前の厳し
いディフェンスから切り替えの早さを生かし速攻での得点を積み重ねていった。両校とも立ち上がりからミスの多い展開
になり、自分たちのペースに持ち込めていないようであった。第2ピリオド、開始2分が経ったところで関外大#34原田が
バスケットカウントを決め、さらに#11影井、#34原田が立て続けに得点を重ね、5分が経ったところでたまらず大商大は
前半1回目のタイムアウトを取った。タイムアウト後も関外大の2-3のゾーンディフェンスを大商大は攻めきることができ
ず、大商大にとっては苦しい前半となった。関外大は大商大の厳しいディフェンスを裏をつくプレーでかわしリードを広
げていった。前半は42-35で関外大が7点リードで終えた。第3ピリオド、開始早々大商大が#9三宅を中心にパスが上
手く回り、#1吉見の外角のシュートが決まりだし前半の点差を徐々に縮めていった。しかし、関外大の#3北野が華麗な
パスさばきでゴールを演出し、大商大に流れを作らせずシーソーゲームが続く展開となった。#34原田がリバウンドで
チームに貢献しまた、ピリオド終了間際にはゴール下でバスケットカウントを決めるなど大活躍をみせゴール下を支配
した。関外大はほとんどメンバーを代えていないが奮闘をみせ61-53で関外大がリードを守った。第4ピリオド、立ち上
がりは第3ピリオドの流れのままに関外大ペースで始まった。大商大は関外大のタフなディフェンスを攻めあぐね苦しい
展開となった。ピリオド終盤になると両校とも疲れが見え、ミスが目立ち始めた。大商大も#1吉見が外角シュートを決め
るも点差は縮まらず、逆に関外大の#34原田が終始ゴール下を支配し流れを変えさせない活躍をみせた。大商大は
ファールゲームで執念をみせるが、関外大が最後まで気持ちを切らさず勝利を勝ち取った。序盤から、両校の激しい
ディフェンスがこの試合の見所であったが、関外大の#34原田のゴール下の存在の大きさがこの試合の決め手であっ
た。ここから関外大の快進撃が始まるであろう試合であった。

主審

関西学生バスケットボール連盟

荒田　康平(神戸大)戦評金蔵　正幸 副審 橋本　恵一

記録


